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研究成果の概要 

 

本研究では、信頼できる人-AI協働系の設計論の確立を目指し、その信頼性の定義として、従

来のコンピュータシステムの信頼性指標を起点としたヒューマンコンピュテーション(H/C)のための

指標の定義とこれを達成するための技術開発、また、人-AI協働系が社会で受容されるための倫

理的課題の特定と解決技術の開発、さらに、H/Cの活用シナリオとしての、多人数データ解析や創

造的課題解決における具体的な技術的課題の解決と実践を目指す。 

2年度目となる今年度は、H/C における信頼性の定義を行うとともに、これを達成するための要

素技術の開発を中心に、4グループで研究を進めた。 

まず、H/C 信頼基盤技術グループでは、従来のコンピュータの信頼性の指標の指標として用

いられる Reliability（信頼性）、Availability（可用性）、Serviceability（保守性）の観点から、既存の

H/C研究を整理するとともに、H/C における信頼性の論点をまとめ、サーベイ論文を執筆・公開し

た。また、H/Cの実証基盤として用いるコンペティション型多人数データ解析システムの開発を進

め、保守性やセキュリティの向上を実現した。 

H/C の社会受容グループでは、非専門家に対する AＩの判断の説明のあり方について調査を

行った。また、人−AI 協働系における公平性について、データ作成におけるバイアスの影響と評

価方法、バイアスのあるデータへの対応方法についての検討を行った。特に、多数の人間による

意見を統合して結論を出す際に、マイノリティの意見が反映されにくいという問題に対し、これらの

影響を適切に補正することによって、公平な意見統合を実現する手法を開発した。 

人間参加型機械学習グループでは、少量データから難しい学習課題を達成する要素技術開

発を中心に実施した。特に、強化学習問題において、専門家による大量の教示データ作成のボト

ルネックを解決するために、過去に蓄積されたエピソードデータや、これらをクラウドソーシング等を

用いて評価したデータを用いて、効率的な学習を実現する手法を開発した。また、多数の人間が、

それぞれのもつ複数の主観的な観点からデータの類似度評価を行ったデータから、これらを解き

ほぐし、深層学習で利用可能な表現を抽出する手法を開発した。さらに、様々なタスクへの参加を

通じて人間がスキルを成長させていくために、スキルの獲得状況を、人間に理解可能な形で推定・

提示する方法を開発した。 

最後に、H/Cによる知的創造活動支援グループでは、前年度に収集し、研究の基盤として整

備を行なった大規模実データ（学術文献データ、データ解析コンペティションのログデータ、オンラ

インコミュニケーションデータなど）をもとに、特に科学技術領域における H/Cによる知的創造活動

支援に関する研究を進めた。特に、大規模な学術文献データを人が解釈・理解するための技術と

して、時系列のトピックモデルや言語生成モデルなどを新たな開発し、成果を発表するとともに公

開した。また、論文投稿を行う際に、インパクトに応じて投稿先を推薦する手法を開発した。 
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